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※あいち産業振興機構の紹介はP14-15に。支援施策についてはＰ38に。

支援施策／有望ビジネス事業化サポート事業・有望ビジネスマッチング交流会

Web制作経験がなくても、簡
単に携帯用セールスプロモー
ションのページを作成できる。

QRコードを利用した携帯用販促サイトの事業化
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有望ビジネス事業化支援事業

有望性審査・評価

専門家派遣

マーケティング

販路開拓

ビジネスプラン発表会

発表支援

商談会

新事業創出の促進

専門家派遣による指導・助言

外国からの引き合い（外国語対応）

スマートフォン対応の必要性

未来を拓く、中小企業の応援読本 未来を拓く、中小企業の応援読本

宇田 光宏 代表取締役社長
SPデザイン株式会社

SPデザイン株式会社
住所：〒 460-0002
　名古屋市中区丸の内 1-14-24
　ライオンズビル第 2丸の内　9F
電話：052-855-3555
設立年：2007 年（平成 19年）
代表取締役　宇田 光宏
資本金：300万円
従業員数：７人
事業内容：広告・デザイン印刷、
　イベント企画・制作、webコンテンツ制作、
　セールスプロモーション

http://www.spdesign.co.jp/

支援期間が過ぎた後も、あいち産業振興機

構に時々顔を出して、山田 IT 担当マネー

ジャーや新事業育成グループの野田主任な

どと現状報告を兼ねてお話をしています。支

援を受けた後、結果として数字が出る、ある

いは目的を達したのでもう終わりではなく、

できるだけ「今はこんな状況です」と自分で

報告に行くことが大事です。県でも市でも商

工会議所でもそうですが、事業がうまくいっ

てもいかなくても、“これだけ支援をしてい

ただいた”ということがありますので、そこは

やはり大切なことだと思っています。

また、社内に対しても社外に対しても事業の

優位性を確認していく作業として一番いいの

は、公的機関の支援事業に申し込んで判定

をしてもらうこと。たとえば公的機関の支援

事業であるという認知の性質は、民間レベル

で認められるよりかなり高いですね。

支援期間終了が、
事業の終わりではない

　
『mmQ』開発のきっかけは、
顧客担当者の声から

　顧客担当者から「企業が販促費をも

のすごく削減している」との声を聞い

たのが『mmQ』開発のきっかけだっ

たと語る宇田光宏社長。『mmQ』は、

携帯用に商品紹介などの広告ページを

簡単に作成・更新でき、QRコードで

Webページ展開できる販促用ツールだ。

　SPデザインは、Webを含めた広告

制作・デザイン設計など企業のセール

スプロモーション全般を手がける。

　「A4サイズで 4ページの印刷物な

らペラ (1枚 ) の裏表に、24ページの

旅行パンフレットなら16ページにと、

印刷部数も減っていますが、制作す

る誌面自体が減ってきています。それ

なら広告を “紙 ”ではなく別の媒体を

使って見せてはと、携帯とQRコード

の組み合わせで情報を発信する方法を

考えました」（宇田社長）。

　ただ、携帯のホームページを作るの

では費用もかかり、ユーザーが簡単に

ページを作成できない。シンプルで安

く、顧客が手軽に使えるプロモーショ

ンツールを提供したいと『mmQ』が

誕生した。

　「制作費削減のために減らされた広

告スペースを補うためのツール、とい

うわけです」と宇田社長。そのため、

利用料金も10ページで月額1,050円

からと、かなり安く設定された。

この商品なら売れる!？
販路開拓のための支援活用

　写真と文字のシンプルな構成の

『mmQ』。利用法のアイデアは次々と

わき上がる。その汎用性の高さから単

体での販路拡大を試みることとなった。

「最初は『経営革新計画※』の相談の

ために名古屋商工会議所を訪ねました。

そこで申請の方法などを教えてもらい

ビジネスプランを作成。販路開拓への

取り組みが評価され、2008 年 12月

に承認を受けました。また、2009年

12月には、あいち産業振興機構の『有

望ビジネス事業化サポート事業』認定

への申請をしました」（宇田社長）。支

援先に認定後、同機構主催の、新事業

のビジネスパートナーを募集する『ビ

ジネスプラン発表会』に参加した。

　「担当の山田 IT マネージャーには、

発表会当日に配る資料内容のポイント

を教えていただいたり、私が発表した

際の足りない部分をその場で補ってい

ただいたりと大変心強かったです。山

田さんも商工会議所の担当の方も、ず

いぶんと企業側に踏み込んだサポート

をしてくれました。たとえば私たちの

ような小規模事業所では申請に関する

手続きなどの負担が大きく、あとは書

くだけ、というような段階まで助けて

いただき、さらに商品へのご意見もい

ただけてとても助かりました」。

  

スマートフォンの登場で
状況に合わせた路線変更を

　「とにかく安いのでみなさん使って

くれるだろうと、『ビジネスプラン発

表会』時では『mmQ』を大々的に売

り出していくつもり」だった宇田社長。     

しかし、携帯を取り巻く環境は、また

たく間に激変していった。

　「現在、直面している問題にスマー

トフォンへの対応があります。『経営革

新計画』承認後にアイフォーンが登場

して、今ではスマートフォンユーザー

が全携帯ユーザーの 4割近くになっ

ています。当然、以前の携帯用画面を

スマートフォンに対応させなければな

らない。また、2009年 4月ごろ韓国

の企業から事業提携のオファーが入り、

外国語への対応の必要も生じました」。

　宇田社長は、あいち産業振興機構

の『情報・国際ビジネス部』を訪れ、

契約方法や関税の問題、韓国企業の

考え方など国外企業との取引について

相談。同時に、この可能性豊かな新

ツールをニーズに合わせて改良を重ね

ていった。

　「『mmQ』の最終目標は私の頭の中

にありますが、実際にはまだ開発途中。

事業計画書を年度ごと月ごとに作り直

すのは非常に難しかったのですが、プ

ランをより具体的に整理できる利点が

ありました。『mmQ』に関して、現時

点ではセールスプロモーション用の補

助ツールとしての確立を考えています。

その後、タイミングを見計らい面白い

使い方でポンと出す。その見極めが難

しいですね」と宇田社長。『mmQ』を

開発当初の位置付けに戻し、新サービ

スとして顧客に提供。その上で、新た

な利用法の検討をしつつ事業を進める。

SPデザインさんから『有望ビジネス事業化サ

ポート事業』への申請を受けたことがきっか

けで支援をさせていただくようになりました。

宇田社長から『ｍｍQ』の説明や熱い思いを

聞き、また実際に『ｍｍQ』の画面や操作を

見て “他にない ”“ 将来性がある ” と思い申

請の段階から支援を行いました。

当該事業に認定後は

①販路開拓 (マーケティング )の専門家派遣

②優れたビジネスプランとしてあいち産業振

　興機構や愛知県のホームページなどで掲載

③雑誌の掲載などプロモーション支援

を行いました。

私たちは企業の思いや考えを聞き、進むべき

方向性を導き出し助言をすることで、企業自

身が納得し自信を持って前進されることを一

番に考えております。

山田 和久 ＩＴ担当マネージャー
公益財団法人あいち産業振興機構

企業が納得し
自信を持って
進むことを一番に

ＱＲコードを利用。セールス
プロモーションを手軽に便利に

広告業界も他業種同様、
まさに冬の時代。クラ
イアントからの予算
削減の嵐が吹き荒れ
ている。その中で新た
な販促用ツールとし
て開発した携帯向け
セールスプロモーショ
ンサイトは、受注増の
起爆剤となるか。

※中小企業者が作成する、新商品の開発や新たなサービスの展開などの取り組みと具体的な
数値目標を含んだ 3年から 5年のビジネスプラン。都道府県などに申請して承認を受ける
と、政府系金融機関の低利融資、信用保証の特例、課税の特例等の支援措置の対象となる。

社のコンセプトは、“セールスプロモーションをデザインする ”。
デザインも基本的に社内で行う。

左は『mmQ』のホーム
ページ。携帯でQRコー
ドを読み込むだけでペー
ジにアクセス可能。

◇SPデザイン株式会社（名古屋市）

～QRコードを利用した販促ツール
『ｍｍQ』での新事業展開～

『ビジネスプラン発表会』で使われた資料の一部。


